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4 埼玉県の特 産物として 日 本ーの生 産 量 を誇っていた。 圃.圃 圃園圃.圃-島謡温‘孟」置置掴圃- + ;? γγ都柿 蜘市耐…イ

年々 栽培面積が減少 しい， 現在では愛知県に次いで全国 . 圃圃圃.圃 I í 
f 第2 位の生E産主Z量量とな つ て いる。 しかし， 作付 面積 3泊 4 ク ワ イ の機械掘 り ? 
t h凶 a， 収穫i盆L尋k 3ロ23 t (平成 6年) に及 ひびや， ク ワ イの主 産 + 
品 地として健在である。 技術の確立 を 目標に実施されてきた +
+ + 
+ + ; 埼玉県園芸試験場の紹介 ク ワ イ につ い て ; 
f 当場は， 昭和 40 年に 農業試験場から 分雌独立して ク ワ イは， オ モダカ科 (Ali sm a tace ae) オ モダ カ ;
f 本場 (久喜市) と 4 支場として発足した。 現在は本場 属 (SagiU，ω'ia) に所属する多年生の水生植物であるo t 
4 と鶴 ヶ 島市に鶴 ヶ 島洪積畑支場があり， 今年で創立 ク ワイの塊茎には水鳥のくちばしを連想させる大きな 4j 32 年 山 近年は 環問先した 彩の国づ く 同 一 こと 却熱帯性の続問のよう ;

り " を 目標に環境保全型 農業推進のための技術開発な に旺盛な生育 をすること， さらに塊茎の形成・着生状 I
T どに重点的に取り 組んでいる。 態は， 慈母が幼児に授乳する事を連想させることなど ?
+ 本場の研究組織は， そ菜音lí， 花き部， 果樹部， 園芸 から， めでたい， 健康で立身出世ーをする， 幸運に巡り +
A 環境部， 生物工学研究部からなる。 あう， 子孫が繁栄する， と称し， 素朴な庶民に願望成 品; 最近の研究としては， キュウリのロボッ ト接ぎ木育 就を期待した縁起食品として， 我が国では慶祝事の和 3; 苗， イチ ゴの新品種 “彩のかおり " の育成， I圧珠培養 風料理には欠かせない野菜となってきた。 特に正月の ;
? によるアルストロ メリア や シ クラ メンの新品種の育 おせち料理には， “ や がて芽が出ますように" という T
+ 成， ナシの長期保存法， キ ュウリ， トマト， イチゴの 願いを込めて， ク ワイが添えられる。 おせち料理は， 争
4 葉柄汁液濃度 を指標とした栄養診断， 浄水スラ ッジの 古 く は朝廷の節会料理 (季節の変わり 目 に行われる宴 4
i 園芸用土利用技術， 天敵 を温存した害虫の防除技術の 会料理) だったものが， 武家， 町家へと移り ， それぞ ;
f 確立， 弱毒ウイルスを利用したわい性リ ン ドウのモザ れの地方の特色 を生かしながら， 各家庭の正月料理と ;
T イ ク病防除の確立， ミカンキイロ ア ザミウマの防除技 して伝えら れた。 この料理の広がり とともに， ク ワ イ ;
+ 術の開発， などを実施している。 ク ワイに関する試験 生 産も盛んになったようである。 t
4 は， 病害虫の防除技術 や 塊茎の品質向上のための施肥 ク ワイの語源には， 葉の形が田畑 を 耕す鍬に似てい 4

:} 日1 号 掛川?マ仰向倒的湿 るため 「鍬芋」と呼ばれたためなど， 諸説がある。 ク 十
; i 今 川幣 医務謬襲撃 ワイは漢字では古来， r慈姑」と表記されて いる。 こ ;
f l 翻 へγに バマ 澄ヨ れは種球から 多数のほふ く茎 (地下茎) を発生し， そ f

j j げ の先端が肥大し塊茎 をつけている形状が， 慈悲深い吋
+ !F恥.i が子供に乳 を与 えている様子に似ていることに由来す 品

; Eー歯菌量 るとし われてし る : 圃圃置ん山lIilOÍ 叫縄翻爾 塁 原 産地は中国といわれ， 飛鳥・奈良時代には既に 日
置・・圃・・・園・圃・・圃・圃・圃・・・・・・・圃 本に伝わってきたようで， r久和井」と いう文字 を， t + ・・・・・・・・・・・・・圃・・圃・園田園.. 盟国園聞自 + 

j 圃圃醒醸麗臨盤覇 古い書物に見ることb�.e�， 野菜として栽培されてい i
圃圃圃置置圏直臨輔鑓麟謹鵬醸欝轟轟轟藤議韓議麓醤議選 るのは日本と中国だけである。 現在の栽培品種および +; 一一一一一一一 系統には 背 ク ワイ ー 即 山ある 4

埼玉県園芸試験場 青 ク ワイのなかにも， また底部が平らなものと， 隆起 ;
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+ し た も の の 2 型があ り ， 本県で栽培 さ れ て い る の は青 �ー\iー…一一一… 一 - t ; ク ワ イ の 底 部 の 隆起 し た も の で あ る 。 余談 で は あ る . .� 及 3 1 i 
f が， 水田 の 雑草の ク ロ グ ワ イ は カ ヤ ツ リ グ サ科ハ リ イ i f、母 語 J ? 
; 属 の植物で， こ れ ら と は 異 な る も の であ る 。 � 必、IJ ， 毛 F i l 
; 食用 と し て利用 さ れ る と こ ろ は， 茎の基部 か ら 発生 r '1'ft \ ; : ! ; 
f す る ほ ふ く 茎 (長 さ 60 cm 程度) の 先端が肥大 し て f ‘ t 
l 球 と な る 塊茎の部分であ る 。 食味 は， 菓 に 似 た か す か I J' � 1./"時 - i T 

t .J.. � ..J-I.. ..， 1 X"" ..lkt-. ......... -+.t-n + L� 4-- Ir\ .=b!-JhIrn 1 I -r :i.1 1  tJ:] � l.... -7 "" 象 h園 ]4 な 甘 み と 独特の 苦 味が あ り ， 煮物 と し て利用 さ れ る の i メぬ 川 弘 ，.. 唯 .j. 
，. òrL ，l.I-. -r� ..}，. -7 L !f -.tJ;: � L.Tl VI -r- 1 -r L . �， .'....h -r;::，-I.a ) -l! -7 1\. 込 皆 、 +3 が一般的であ る が， 薄 く 切 り ， 干 し て か ら 油 で 揚 げ る 凶露 。畠島 、x おJ t t I ク ワ イ チ ッ プ」 も 美味 で あ る 。 品 質 は， 特有の藍紫 .艦幽幽圃・邑ぷ 吋藷置 f 
f 色の色沢が よ く ， 表面 に 付 い た 酸化鉄 を 除去す る シ ブ 圃・・・・・・・・・・・・・・・・・ + 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ + + 抜 き な ど の 調整作業 が よ い も の が， 上質 と さ れ て い 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 + 
+ る 。 ク ワ イ の塊茎 + 
+ + 
+ + 
; 栽培 と 病害虫 現地での最近の取 り 組み i f 埼玉県 の ク ワ イ 生産地 は 県南部の綾瀬川 流域の湿田 栽培作業の 中 で は収穫が一番重労働で， 通常 は手掘 f
+ 地 帯 で， 浦和市， 越 谷市， 岩槻市， 草加市 な ど で あ り で， 腰 を かが め た 姿勢で泥の 中 か ら 塊茎 を探 り 出 す +
品 る 。 作業 を行っ て い る 。 浦和市の栽培農家 で は ， れ ん こ ん 4
3 ク ワ イ は， 水が切 れ る と ほ ふ く 茎の生育 と 塊茎の肥 鋸 り 取 り 機 を利用 し た 機械掘 り を 行っ て お り ， 作業時 ;; 珂 く な り 収穫期 に は 腐敗球一 く な る た 聞 は 手掘 り で 叫 ベ ー ( … り ) の と T

め， 栽培 に 好適 な の は ， 常 に 水 が あ る 湿 回 や 半湿 田 こ ろ ， 機械掘 り で は延 べ 48 時間 と 短縮 さ れ て い る o t 
; で， 腐植に 富 ん だ土壌で 日 当 た り の よ い場所が向 い て 労働函で も ， こ れ ま で中腹で土 を 起 こ し て い た の に 対 ;

じ し 機械の水圧 に よ っ て 掘 り 出 し … コ
6 月 下旬�7 月 上旬 に 種球 を 定 植 し ， 1 1 月 下旬�12 よ し 大幅 な作業の軽減 に つ な が っ て い る 。 な お， 冬

月 上旬収穫す る 。 収量 は 10 a 当 た り 1 ， 200� 1 ， 500 kg の期間， 栽培回 に 大量 の水の確保で き る こ と が条件 と z
f 程度 で， 栽培 に か か る 労働時間 は お お む ね 400 時間で な る 。 t
+ あ り ， 8 月 に 老 化 葉 や 病 害虫 に よ る 被害葉 を 取 り 除 ま た ， 越谷市 で は 慣行 の 栽培 に 比 べ 1 か 月 早 く (5 + 
4 き ， 地下部の生育 を 旺盛 に す る 葉か き ， 9 月 上旬 に塊 月 下旬) 定植 し ， 1 0 月 中 旬 に 収穫 す る 栽培 を 行 っ て 4
; 茎の肥大 と 玉 を揃 え る た め ほ ふ く 茎 の 数 を 制限す る 根 お り ， 慣行 よ り 収量 は 少 な いが， 品 質 と 大玉生産割合 ;
; ま わ し， 問 中旬 に 茎葉 を 刈 り 取 り 塊茎 に シ ブ の付 は優っ て い る 。 色沢 は や や落 ち る た め ， こ の点が克服 ;
; 着 を 少 な く す る カ ラ メIj り な ど と い っ た 独特の作業があ で き れ ば， 早掘 り の需要 も 多 い の で， 今後期待 さ れ る ;; る 。 技術であ る +

+ 
ワ ク イ は， 窒素が生育収量， リ ン酸が品質 と く に 色 + 

+ J 沢， カ リ が塊茎 の 肥 大 充 実 に 関 係 が 深 く ， 10  a 当 た お わ り に + ; り の 施 肥 盆 は， 窒 素 40 kg， リ ン 酸 30 ゆ カ リ 40 現在 は， 浦和お よ び春 日 部操業改良普及セ ン タ ー を ;
t kg が基準量であ る 。 中心に技術J 旨導 を 行 っ て い る 。 ク ワ イ は 非 常 に 収益性 j
+ 主要な病害 に は， ひぶ く れ病， 斑紋病， 葉枯病， 乾 が高 く ， 安定 し て 生産で き る 作物 で あ る が， 生産地で +
+ 腐病， 茎腐病 な どがあ り ， 虫害 はハ ス ク ビ レ ア ブ ラ ム は 都市 化 の 進展 が著 し く 栽培:Bil境が悪化す る と と も A
i シ， ク ワ イ ホ ソ ハ マ キ な どが あ る 。 ま た ， 定植 し て新 に ， 収穫作業が厳冬期の厳 し い労働 と な る た め な どか i
f 芽が伸 び る こ ろ に ， カ jレ ガモ に よ る 鳥警 に も 悩 ま さ れ ら ， 作付面積 は毎年減少 し て き て い る 。 私は， ク ワ イ fj て い る 。 特有の か す か 出 ほ ろ 苦 い あ の 帆 い つ ま で も 残 ;

し て お き た い と 思 う 。 +
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